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の
３
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青
年
連
盟
だ
よ
り

第24回青年連盟通常総会を開催！

　３月16日本店にて、第24回総会を開催しました。

　菊池委員長は「青年連盟としての益々の組織強化を図

り、関係機関と連携して、地域農業発展につなげていき

ましょう」と挨拶をしました。

　総会では、管内小学校で行った「バケツ稲」や、夏の

イベントとして恒例となった「どろんこバレー」など、

令和７年度の活動と今年度の計画の報告を行いました。

　また、任期満了によって役員改選が行われました。新

委員長に沼野裕一郎さんが選出され、出席者全員により

承認されました。

　沼野さんは「ＯＢと現盟友が力を合わせて、農業発展

のために取り組んでいきましょう。皆さんのご協力をお

願いします」と呼びかけました。

女
性
部
だ
よ
り

　 ３月24日、本店大会議室で「第

25回女性部通常総会」を開催しま

した。ＪＡ役職員と部員ら約60人

が参加し、提出された全議案が承

認されました。

　令和７年度の地域貢献活動や各

支部の活動、今年度の計画につい

て報告をしました。

　 また役員改選が行わ

れ、退任と就任のあいさ

つをしました。

　総会終了後は記念講演

として菊地 幸氏による

「歌って動いて脳トレ体

操」を元気いっぱい行い、

会を締めくくりました。

新役員は左記の通り

　　　　　　　　　（敬称略）

【部長】　　根本 敏子

【副部長】　上妻 ゆき

【副部長】　滝田 恵子

【会計】　　小室 通子

【監事】　　鈴木 豊代

【監事】　　鈴木 ミチ子

女
性
部
の
皆
さ
ん

第25回女性部通常総会を開催！

「あい♡」からはじまる

　「元気な地域」をみんなの力で
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地
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活
性
化
、「
く
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し
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」
活
動
を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

加
入
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
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近
く
の
Ｊ
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ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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新
規
就
農
し
た
三
人
と
菊
池
組
合
長（
左
）、
後
藤
専
務（
右
）

　２月下旬、ＪＡ本店で新規就農者

経営開始支援事業の取り組みとし

て、３人に助成金を贈呈しました。

　同事業は、新規就農するＪＡ管内

の農業者が円滑に定着できるよう後

押しするのが目的。農業を始めるた

めに必要な種苗、肥料、農薬、出荷用

資材などの生産費に充てる助成金を

贈りました。

　菊池組合長は「若い方の就農を大

変うれしく思う。今後も農業経営を

継続できるよう、そして地域農業の

発展につながるよう支援していきま

す」と挨拶しました。

す
て
き
な
笑
顔
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
前
向
き
な
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た！

こ
れ
か
ら
の
３
人
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す！

私たち、農業はじめました！

〜私にとって農業とは〜

新
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就
農
者

紹
介

特
 集

進
め
る

自
身
の
人
生
を
進
め
て
く

れ
る
存
在
。目
標
を
も
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
農
業
経
営

を
軌
道
に
乗
せ
た
い！
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分
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確
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積
み
重
ね
の
大
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を
実
感
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ね
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成
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と
失
敗
を
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ね
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分
ら
し
い
農
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確
立
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た
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積
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重
ね
の
大
切

さ
を
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感
。

大
玉
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ブ
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・
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矢
吹
町
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培
品
目
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び

農
業
は
奥
が
深
い！日

々
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行
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の
繰
り
返
し
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農
業
を
通
じ
て
多
く
の
学

び
が
あ
りま
す
。

ト
マ
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・
水
稲
・

レ
タ
ス
・

と
う
も
ろ
こ
し
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ち

（
白
河
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表
郷
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け
ん
じ

和
知
 健
司
さ
ん

栽
培
品
目
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令和８年度

　入組職員紹介 令和８年度

　入組職員紹介

　ＪＡ東西しらかわの新しい職員をご紹介します。当ＪＡの新年度３月に入組し

た３人と、新卒４月採用の３人です。入組１年目として精いっぱい頑張っていき

ますので、組合員の皆さまの温かいご支援とご指導をよろしくお願いいたします。

●４月新卒入組職員

「
努
力
を
惜
し
ま
ず
が
ん
ば
り
ま
す
。」

千
代
 稜
乃

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
指
導
販
売
課

ち
し
ろ

り
の

「
苦
手
な
こ
と
も
克
服
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。」

鈴
木
 美
咲

中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
指
導
販
売
課

す
ず

き
み

さ
き

「
組
合
員
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

職
員
に
な
り
た
い
で
す
。」

岸
波
 理
央

塙
支
店
　
金
融
共
済
課

き
し

な
み

り
お

●新年度３月入組職員

「
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、

頑
張
り
ま
す
。」

大
木
 あ
ゆ
み

棚
倉
支
店
　
金
融
共
済
課

お
お

き

「
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
え
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。」

山
崎
 摩
琳

表
郷
支
店
　
金
融
共
済
課

や
ま

ざ
き

ま
り
ん

「
早く
業
務
に
慣
れ
、
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る

職
員
に
な
れ
るよう

、
頑
張
りま
す
。」

齋
藤
 朔
楽

矢
吹
中
央
支
店
　
金
融
共
済
課

さ
い

と
う

さ
く
ら

園芸ギガ団地、

対象品目生産者へ支援金

地域と連携して対策を！

　３月中旬、きゅうり、トマト、ニラの各専門部会において総会

を開催しました。

　令和７年度の事業報告や収支報告、優良生産者の表彰が行われ

ました。栽培、出荷に対する労いの挨拶や、次年度に向けた検討

など活気ある総会となりました。

　また、各専門部会では任期満了による役員改選が行われました。

　２月下旬、ＪＡ本店にて「ＪＡ東西しらかわ園芸ギガ団

地構想助成事業」における支援金の交付式を行いました。

　この助成事業は「ＪＡグループ福島　園芸ギガ団地構

想にかかる当ＪＡが認めた作物」について、当ＪＡ独自

の要領を定め、支援金を交付するもの。令和７

年度はいちごの新規作付け３人と規模拡大１人

の４人へ支援金を交付しました。

　３月23日、本店にて防霜対策本部設置式を行いました。

　菊池組合長は「野菜の生育が進む中で霜被害があれば

影響は大きい。迅速な情報提供と、対策の徹底を図って

いく」と、対策と対応の両面から役職員に呼びかけました。

　同本部の設置期間は原則として

３月23日から５月31日まで。

退職辞令の交付

　３月31日、本店にて退職辞令交付式が行われました。

　長年にわたりＪＡ東西しらかわに貢献された定年退職

職員に、菊池組合長より感謝状が手渡されました。

　また退職職員へ、新たな門出に激励の

言葉が贈られました。

　定年退職　佐藤 武男　（勤続39年）

　退職　角田 孝裕

各
専
門
部
会
に
お
い
て
総
会
を
開
催

各
専
門
部
会
に
お
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て
総
会
を
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催
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きゅうり

ニラニラ
トマト
トマト

き
ゅ
う
り
専
門
部
会
　
藤
田
部
会
長
の
挨
拶

支
援
金
を
受
け
取
っ
た
生
産
者
三
人
と
菊
池
組
合
長（
左
）、後

藤
専
務（
右
）

看
板
を
掲
げ
る
役
員

退
職
さ
れ
た
職
員

ト
マ
ト
専
門
部
会
　
表
彰
の
様
子

ニ
ラ
専
門
部
会
　
後
藤
専
務
の
挨
拶

【
き
ゅ
う
り
専
門
部
会
】

　
部
会
長
　
乾
　
徹

　
副
部
会
長
　
小
林
　
幸
一

　
副
部
会
長
　
藤
田
　
雅
彦

【
ト
マ
ト
専
門
部
会
】

　
部
会
長
　
近
藤
　
有
明

　
副
部
会
長
　
佐
藤
　
正
幸

　
副
部
会
長
　
森
　
　
啓
二

【
ニ
ラ
専
門
部
会
】

　
部
会
長
　
近
内
　
直
輝

　
副
部
会
長
　
吾
妻
　
一
郎

新
役
員
は
下
記
の
通
り
（
敬
称
略
）

「
み
り
ょ
く
満
点
Ｗ
ＡＹ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
!!

～
全
員
参
加
で
つ
く
る
、新
し
い「
指
針
」～

役
職
員
大
会
で
の
キ
ッ
ク
オ
フ
を

職
員
会
議
で
共
有
し
ま
し
た
。

　「
こ
こ
で
働
い
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
、
さ
ら
に
は
「
こ
ん
な
職
場
で
働
き
た
い
」
と
選
ば
れ
る
職
場
づ

く
り
を
目
指
し
、
職
員
全
員
で
新
し
い
指
針
づ
く
り
を
し
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
職
員
が
積
極
的
に
声
を

あ
げ
、
職
場
の
部
署
・
立
場
の
垣
根
を
越
え
て
「
こ
う
な
り
た
い
！
」
を
考
え
ま
す
。

★「
み
り
ょ
く
満
点
Ｗ
ＡＹ
」 と
は
…
  私
た
ち
は
今
、転
換
点
に
あ
り
ま
す
。

★
合
言
葉
は
…
  「
三
方
良
し
」

組
合
員
・
利
用
者
良
し

組
合
員
・
利
用
者
良
し

信
頼
・
満
足
・
安
全
を

最
優
先
に

心
も
体
も
健
康
に

成
長
を
感
じ
ら
れ
る
毎
日
を

農
業
と
く
ら
し
を

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ

職
員
良
し

職
員
良
し

地
域
社
会
良
し

地
域
社
会
良
し

組
合
員
の
皆
さ
ん
、

こ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

私
た
ち
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！
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矢
吹
中
央
支
店
金融・共済のことなら私たちにお任せください。 金融・共済のことなら私たちにお任せください。

組合員・地域の皆さまの

暮らしに役立つ情報を

ご提供します。

お気軽に

お声かけください！

組合員・地域の皆さまの

暮らしに役立つ情報を

ご提供します。

お気軽に

お声かけください！

　
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
略
称
で
、

組
合
員
・
利
用
者
の
資
産
運
用
、
ロ
ー

ン
の
相
談
や
年
金
手
続
き
等
を
行
う
専

門
の
職
員
の
こ
と
で
す
。

M
A
と
は
…

　
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
略
称
で
、

組
合
員
・
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
共
済
の
提
案
を
行
う
専
門

の
職
員
の
こ
と
で
す
。

L
A
と
は
…

「
笑
顔
で
対
応
し
ま
す
」

Ｌ
Ａ

や
ぶ
き

な
お

や

矢
吹
 尚
也

矢
祭
支
店

「
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

Ｌ
Ａ

ほ
ん

だ
え

み
こ

本
田
 恵
美
子

「
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

Ｌ
Ａ

お
お
つ
き

ち
か

大
槻
 千
佳

表
郷
支
店

「
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

Ｌ
Ａ

か
な
ざ
わ

金
澤
 な
つ
き

「
笑
顔
を
大
事
に
し
て
頑
張
り
ま
す
」

Ｌ
Ａ

す
ず

き
り

か
こ

鈴
木
 理
香
子

塙
支
店

「
共
済
の
こ
と
で
お
困
り
で
し
た
ら

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

Ｌ
Ａ

す
ず

き
た
く

ま

鈴
木
 拓
磨

「
笑
顔
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」

Ｌ
Ａ

お
お

や
ま

ゆ
み

大
谷
 真
由
美

棚
倉
支
店

「
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
！
」

Ｌ
Ａ

す
ず

き
ゆ
う

こ

鈴
木
 裕
子

矢
吹
・
表
郷
担
当

「
ど
ん
な
こと
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

M
Ａ

お
さ

だ
な

な
み

長
田
 菜
々
美

塙
・
鮫
川
地
区

「
金
融
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

M
Ａ

ふ
じ

た
け
ん

と

藤
田
 健
人

「
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
」

Ｌ
Ａ

え
だ

江
田
 あ
ゆ
み

「
ど
ん
な
悩
み
で
もご
相
談
くだ
さ
い！
」

Ｌ
Ａ

す
ず

き
え

み
こ

鈴
木
 絵
美
子

「
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
」

Ｌ
Ａ

こ
う
り
き

ゆ
め

高
力
 夢
芽

　３月11日、本店大会議室にて「令和８年度

渉外担当者進発式」を行いました。

　金融・共済の渉外担当者12人とＪＡ役職員、

関係者が出席しました。菊池組合長は「令和

７年度においては事業目標の達成と、日頃の

皆さんの活動に感謝いたします。今年度にお

いてもＪＡとお客様を繋ぐ架け橋となるよう、

信頼関係を築いてほしい」と挨拶しました。

　職員を代表して矢吹中央支店の矢吹尚也職

員が令和８年度活動の決意表明をしました。

渉外担当者、各支店更にはＪＡが一丸となっ

て組合員・利用者のニーズに応えられるよう、

取り組んでまいります。

令
和
８
年
度
渉
外
担
当
者
進
発
式
を
実
施

菊
池
組
合
長
の
あ
い
さ
つ

菊
池
組
合
長
の
あ
い
さ
つ

決
意
表
明
を
す
る
矢
吹
職
員

決
意
表
明
を
す
る
矢
吹
職
員

0
7

N
o.3
0
2

0
6

N
o.3
0
2



矢
吹
中
央
支
店
金融・共済のことなら私たちにお任せください。 金融・共済のことなら私たちにお任せください。
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お声かけください！

　
マ
ネ
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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略
称
で
、

組
合
員
・
利
用
者
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資
産
運
用
、
ロ
ー

ン
の
相
談
や
年
金
手
続
き
等
を
行
う
専

門
の
職
員
の
こ
と
で
す
。

M
A
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は
…
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ザ
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。
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A
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懸
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Ａ
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Ａ
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懸
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Ａ
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Ａ
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困
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皆さんの活動に感謝いたします。今年度にお

いてもＪＡとお客様を繋ぐ架け橋となるよう、

信頼関係を築いてほしい」と挨拶しました。
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11（
株
） Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
は
3
月
2
4
日
に
今
年
度
の

水
稲
育
苗
の
種
ま
き
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、コ
シ
ヒ
カ
リ
、天
の
つ
ぶ
、ひ
と
め

ぼ
れ
、チ
ヨ
ニ
シ
キ
、夢
あ
お
ば
な
ど
合
せ
て
3
1,1
0
0
枚
を

播
種
。
稚
苗
苗
5,0
0
0
枚
は
4
月
9
日
か
ら
、
硬
化
苗

2
6,1
0
0
枚
は
5
月
1
日
か
ら
順
次
生
産
者
へ
と
配
達
を
し

ま
す
。

品
質
の
良
い
苗
を
生
産
者
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

種
ま
き
ス
タ
ー
ト！

　
　
　
　
　

224
月
6
日
、
7
日
に
本
宮
市
の
家
畜
市
場
に
お
い
て
令
和
8

年
度
の
子
牛
初
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
西
し
ら
か
わ
管
内
か
ら
は
去
勢
、雌
合
せ
て
7
7
頭
が
上

場
し
取
引
さ
れ
、当
Ｊ
Ａ
の
合
計
平
均
価
格
は
8
3
0,5
4
3

円
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
県
産
牛
肉
の
消
費
宣
伝
活
動
と
、生
産
者
の
経
営

支
援
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

年
度
初
セ
リ
の
実
施

333
月
6
日
、福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校

の
令
和
７
年
度
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。農
業
の
研
究
で

真
撃
に
取
り
組
み
、優
秀
な
成
績
を
収
め
た
優
良
学
生
へ 「
Ｊ

Ａ
東
西
し
ら
か
わ
代
表
理
事
組
合
長
賞
」を
授
与
し
ま
し
た
。

式
で
は
、後
藤
代
表
理
事
専
務
か
ら
農
業
経
営
部
野
菜
経

営
学
科
の
髙
橋
里
玖
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

農
業
短
期
大
学
校
生
に
組
合
長
賞
を
授
与

443
月
1
8
日
、中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
に
て 「
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か

わ 「
福
、笑
い
」栽
培
研
究
会
第
2
回
通
常
総
会
」を
開
き
ま
し

た
。生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
、関
係
機
関
合
せ
て
1
0
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

令
和
7
年
度
に
生
産
者
3
人
で
始
ま
っ
た
同
研
究
会
は
、今

年
度
新
た
に
１
団
体
と
個
人
１
人
の
生
産
者
が
加
わ
り
ま
し
た
。

生
産
者
を
代
表
し
て
穂
積
会
長
は 「
県
の
銘
柄
米
と
し
て
、

是
非
今
年
も
美
味
し
い
お
米
を
作
っ
て
い
き
た
い
。生
産
者
と

Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、と
も
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」と
今
年
の
作

付
け
に
向
け
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

総
会
後
は
栽
培
講
習
を
受
け
、情
報
共
有
を
し
ま
し
た
。

「
福
笑
い
」第
２
回
総
会
を
開
催

表
彰
を
受
け
た
髙
橋
さ
ん

作
業
す
る
社
員
た
ち

初
セ
リ
の
様
子

挨
拶
す
る
穂
積
会
長

講
習
会
の
様
子

生
産
・
販
売
方
針

令
和
７
年
産
米
動
向

～
記
録
的
な
高
値
～

　
米
価
動
向
は
、集
荷
期
か
ら
前
年
産
を
上
回
る
3
万
円
台
で
の
取
引
と
な
り
ま
し
た
が
、高
値
に
よ

る
需
要
減
や
輸
入
米
等
へ
の
切
り
替
え
等
か
ら
在
庫
量
が
増
加
し
、荷
動
き
も
鈍
く
下
落
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は（
令
和
７
年
産
共
計
米
）コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
60kgあ

た
り
33,000

円
の
概
算
払（
追

加
払
い
含
む
）を
実
施
し
ま
し
た
。令
和
８
年
９
月
に
本
精
算
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、４
月
～
５
月
を
出
荷
契
約
の
集
中
推
進
期
間
と
し
、昨
年
を
上
回
る
集

荷
数
量
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、１
袋
で
も
多
く
の
出
荷
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
出
荷
契
約
書
に
つ
い
て
は
、４
月
の
外
務
で
お
配
り
い
た
し
ま
す
。

５
月
末
ま
で
に
提
出
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
産
主
食
用
米
の
全
国
生
産
量
が
724
万
ト
ン
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、主
食
用
米
の

作
付
面
積
を
前
年
産
実
績
と
同
規
模
の
67,000haと

県
全
体
の
令
和
８
年
産
主
食
用
米
の「
生
産

数
量
の
目
安（
面
積
）」と

し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、「
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
方
針
」お
よ
び
福
島
県
水
田
農

業
産
地
づ
く
り
対
策
等
推
進
協
議
会
と
連
動
し
、将
来
に
渡
る
生
産
者
の
水
田
営
農
の
継
続
と
、需

給
均
衡
・
価
格
安
定
の
た
め
、需
要
に
応
じ
た
計
画
生
産
を
継
続
し
農
家
経
営
所
得
の
安
定
と
向
上

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
主
食
用
米
で
は
、出
荷
契
約
を
確
実
に
進
め
実
需
者
と
の
安
定
的
な
取
引
の
拡
大
に
取
り
組
み
、

更
な
る
取
扱
数
量
の
確
保
と
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、需
要
量
が
下
方
修
正
さ
れ
る
な
ど
、主
食
用
米
の
在
庫
量
は
過
去
最
多
と
な
る
見
通
し
で
、

米
価
下
落
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、８
年
産
作
付
け
段
階
の
需
給
調
整
に
対
す
る
、政
府
備
蓄
米

や
非
主
食
用
米
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

令
和
８
年
産
米
の
出
荷
契
約
が
始
ま
り
ま
す
!

令
和
８
年
産
米
の
出
荷
契
約
が
始
ま
り
ま
す
!
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　実際に乾燥や調製を自分でやることに

やりがいと喜びを感じました。

　 「田んぼの水入りなどの条件はあまり

良くないが、向き合いながら管理をして

美味しい高品質なお米を作っていきた

い」と課題と目標を見据えています。

　最後に「今後は、規模拡大に向けて不

足している機械の導入を検討しながら、

親子二人三脚で頑張っていきたい！」と

お二人の力強い言葉が聞けました。

　いよいよ今年の米作りがスタートしま

すね！ ＪＡはこれからもお二人の取り

組みを応援していきます。

　親子で作った美味しいお米お待ちして

います！

　昨年、将来を見据えて水稲の経営基盤

整備に着手した、北條さん親子を尋ねま

した。
　経営基盤拡充のきっかけをお聞きした

ところ、「会社勤めをしながら、米作り

をしてきた。なるべく投資を控えてきた

が、委託料金も増加する中で、今後の米

作りについて息子と相談するようになっ

た」と当時を振り返るお父様の寛治さん。

そして「新しい機械のへの投資は大変だ

けれど、自分で管理、作業ができる事に

魅力を感じ父と話し合った」と前向きな

息子の寛康さん。

　新しい機械の導入に至るまでは、分か

らないことも多かったとのこと。お二人

はＪＡや行政に相談し、認定農業者にな

ることを目指して取り組みました。手探

りながらも昨年、見事認定を受けること

が出来ました。補助事業などを利用し、

無事機械の導入が完了。

次
は「
西
部
地
区
」 を

予
定
し
て
い
ま
す
。

水
稲
 

5ha
…
…
…

「棚倉町大字玉野」 北條 寛治さん

ほうじょうかんじ

【写真・左】

【写真・右】

寛康さん

ひろやすこれからの米作りは、

　　　　我が家の新しい挑戦!!
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と
ひ

●
お
父
さ
ん
 朗
寿
さ
ん

●
お
母
さ
ん
 智
恵
さ
ん

白
河
市
表
郷
河
東
田

★
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
：

サ
ッ
カ
ー
、算
数

★
将
来
の
夢
：

サ
ッ
カ
ー
選
手

●
お
父
さ
ん
 拓
椰
さ
ん

●
お
母
さ
ん
 拡
見
さ
ん

矢
祭
町
東
舘

見
旺
ちゃ
ん（
5歳
）

み
  お

海
野
 水
音
くん（

7歳
）

う
ん
の

み
な
と

元
気
に
の
び
の
び
育
っ
て
ね
！

★
ご
家
族
か
ら
メッ
セ
ー
ジ

和
知
 侑
生
くん
(8歳

)
ち

わ
き

ゆ
う

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
、元
気
に
育
っ
て
ね
！

★
ご
家
族
か
ら
メッ
セ
ー
ジ

時
に
は
喧
嘩
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、兄
妹
仲
良
く

遊
んで
い
ま
す
。

元
気
満
点

人
生
人
生

我
が
家
のペ
ッ
ト

ペ
ッ
ト

　
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
くの
は
、結
婚
63年

目
を

迎
え
た
鈴
木
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。

　
鈴
木
さ
ん
ご
夫
婦
は
長
年
農
家
を
し
て
お
り
、結
婚
当
初
は
先
代
か
ら
続
い
て
い
る
た
ば
こ
農
家
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。た
ば
こ
農
家
は
約
70年

続
き
、巳
喜
雄
さ
ん
は
何
度
も
海
外
に
研
修
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
中
で
も
、ア
メ
リ
カ
研
修
の

20日
間
は
と
て
も
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
昔
は
お
二

人
で
海
外
旅
行
や
四
国
に
旅
行
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
、今
は
遠
く
に
旅
行
に
行
け
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、ミ
ナ
子
さ
ん
は
近
くの
温
泉
に
行
くの
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
仲
良
し
の
秘
訣
を
伺
う
と
、一
緒
に
農
業
を
や
る
こ
と
。農
業
を
通
し
て
毎
日
お
話
し

が
尽
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
楽
し
み
は
孫
や
曾
孫
が
家
に
来
て
く
れ
る
事
で
、今
の
目
標
は
米
寿
を
迎
え
家
族

み
ん
な
と
温
泉
旅
行
に
行
き
た
い
と
素
敵
な
笑
顔
で
話
し
てく
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
お
体
に
気
を
付
け
て
、元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

矢
吹
町
根
宿

み
き

お
こ

す
ず
き

鈴
木
 巳
喜
雄
さ
ん
　
  ミ
ナ
子
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（
84歳

）
  

飼
い
主

諏
合
 進
一
さ
ん

す
ご
う

い
ち

し
ん

塙
町
上
渋
井

名
 前

ゴ
ロ
リ

（
ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン
と

 パ
ピ
オ
ン
の
ミ
ッ
ク
ス
・
13
歳
）

名
 前

ミ
ル
ク

（
ト
イ
プ
ー
ド
ル
・
17
歳
）

名
 前

ウ
ォ
ッ
カ

（
ト
イ
プ
ー
ド
ル
・
15
歳
）

名
 前

ボ
ブ

（
ト
イ
プ
ー
ド
ル
・
15
歳
）

1
3

N
o.3
0
2

1
2

N
o.3
0
2

掲
載
大
募
集
！

掲
載
大
募
集
！
《
ひ
と
》 ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
募
集
し
ま
す
!!

ご
本
人・ご

家
族
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 支
店・セ

ン
タ
ー
へ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！

キ
ッ
ズ

キ
ッ
ズ

元
気
満
点
人
生

元
気
満
点
人
生

我
が
家
の
ペ
ッ
ト

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
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営
農
経
済
部
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

き
ゅ
う
り
栽
培

　
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
!

き
ゅ
う
り
栽
培

　
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
!

令
和
８
年
６
月
よ
り
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ
本
店
の
き
ゅ
う
り
選
果
施
設
が
稼
働
し
ま
す
。

新
た
に
き
ゅ
う
り
栽
培
を
し
て
み
た
い
方
や
現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
は
規
模
拡
大
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
県
職
員
や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
、
種
苗
会
社
等
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
や
全
農
か
ら
資
材
費
等
へ
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

き
ゅ
う
り
選
果
場
稼
働
に
伴
い
、
選
果
場
で
働
く
作
業
員
さ
ん
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
技
術
や
経
験
が
必
要
な
選
果
選
別
作
業
が
な
く
新
規
栽
培
者
で
も
始
め
や
す
い

　【
収
穫
し
、
き
ゅ
う
り
を
搬
入（
出
荷
）す
る
だ
け
で
す
。
但
し
一
部
出
荷
で
き
な
い
規
格
外
品
が
あ
り
ま
す
。】

●
選
別
、
箱
詰
め
作
業
時
間
の
削
減（
約
23％

）に
よ
り
管
理
作
業
に
時
間
が
使
え
ま
す
。

※
新
規
栽
培
者
は
作
付
面
積
５
a
以
上
が
対
象
と
な
り
ま
す

※
上
記
い
ず
れ
も
1
農
家
上
限
30
万
円
 

※
令
和
7
年
度
予
算
額
：
500

万
円
 

〈
JA
東
西
し
ら
か
わ
助
成
事
業
〉

助
成
対
象

ハ
ウ
ス

ネ
ッ
ト
被
覆
資
材

防
虫
ネ
ッ
ト

遮
熱
塗
布
剤

自
動
潅
水
施
設
一
式

購
入
費
の
10％

以
内

購
入
費
の
15％

以
内

購
入
費
の
10％

以
内

購
入
費
の
15％

以
内

購
入
費
の
10％

以
内

助
成
基
準

※
新
規
栽
培
も
し
く
は
増
反
5a
以
上
行
う
生
産
者
が
対
象
で
す

〈
全
農
支
援
事
業
〉

助
成
対
象

種
苗
・
支
柱
・
ネ
ッ
ト
・

マ
ル
チ
・
誘
引
資
材

1
生
産
者
あ
た
り
経
費
の
50％

以
内
と
し
、30万

円
/10a、

50万
円
/1
生
産
者
を
上
限
と
す
る

高
温
対
策
資
材

耐
寒
性
資
材

防
虫
対
策
資
材

1
生
産
者
あ
た
り
経
費
の

30％
以
内
と
し
、

50万
円
/1
生
産
者
を
上
限
と
す
る

助
成
基
準

令
和
7
年
度
 【
JA
東
西
し
ら
か
わ
及
び
全
農
の
助
成
事
業
の
紹
介
】

参
 考

《
選
果
場
で
働
く
作
業
員
さ
ん
募
集
中
で
す
♪
》

《
選
果
場
で
働
く
作
業
員
さ
ん
募
集
中
で
す
♪
》

●
募
集
人
数
 

15
名
程
度

●
期
　
　
間
 

6
月
～
9
月
 ※

●
勤
務
時
間
 

9
時
00
分
 ～
15
時
00
分
 ※

●
時
　
　
給
 

1,040
円

●
選
果
施
設
内
 
冷
房
完
備

※
期
間
・
勤
務
時
間
は
取
扱
量
に
よ
り

　
異
な
る
場
合
あ
り
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
営
農
経
済
部
　
園
芸
課
　
　
TEL：

0247-57-5927

労
働
条
件

き
ゅ
う
り
選
果
施
設
利
用
の
ポ
イ
ン
ト

1
5

N
o.3
0
2

1
4

N
o.3
0
2

《
 物
流
セ
ン
タ
ー
  購
買
 》  TEL

／
0247-57-5928

休
日
営
業
時
間
／
4
月
・
5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
の
み
）　

《
 西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
  購
買
 》  TEL

／
0248-42-4142

休
日
営
業
時
間
／
4
月
・ 5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
・
日
曜
）
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ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
に
つ
い
て

ナ
ビ

営
農

（
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

奥
村
 良
昭

私
が
ご
紹
介

し
ま
す
！

スナックエンドウ

栽
培
カ
レ
ン
ダ
ー

月
旬

冷
涼
地

一
般
地

暖
　
地

12
月

11月
6月

7月
8月

9月
10月

1月
3月

2
月

4月
5月

　
エ
ン
ド
ウ
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
我
が
国
で
の
本
格
的
な
普

及
は
明
治
時
代
か
ら
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Cに
富
み
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、
B
1
、
食
物
繊
維
も
多
く
、
ミ
ネ

ラ
ル
分
も
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
調
理
は
加
熱
を
短
時
間
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
エ
ン
ド
ウ
は
連
作
を
特
に
嫌
う
た
め
、一
度
植
え
付
け
た
畑
か
ら
は
3年
～
5年
開
け
て
作
付
け
し
ま
す
。
　
　

ま
た
、な
る
べ
く
排
水
の
良
い
畑
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
播
種
の
2週
間
以
上
前
に
10㎡

当
た
り
苦
土
石
灰
1 ～
2kg 、堆

肥
を
１
袋
（
2
0kg程

度
）入
れ
て
よ
く
耕
し
て
お

き
ま
す
。た
だ
し
、前
作
が
果
菜
類
の
あ
と
地
な
ど
肥
え
た
畑
で
は
、元
肥
は
控
え
め
に
し
て
お
き
ま
す
。

③
元
肥
は
成
分
量
で
1
0㎡
当
た
り
窒
素
1
0
0g 、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ン
酸
15
0g 、カ

リ
12
0gが

目
安
で
す
。

畑
作
り

1.

①
 株
間
は
2
5
～
3
0cm
。2cm

程
度
の
深
さ
で
、欠
株
に
な
ら
な
い
よ
う
に
一
株
当
た
り
種
を
3
～
4粒
播
き
まし
ょ
う
。

②
 芽
が
出
そ
ろ
っ
た
ら
1 、2本

に
間
引
き
ま
し
ょ
う
。間
引
くと
き
は
引
き
抜
くと
残
す
方
の
根
を
痛
め
ま
す
の
で
、ハ
サ
ミ
で

取
り
除
き
まし
ょ
う
。※
エ
ン
ド
ウ
の
生
育
適
温
は
12 ～

2
0
℃
で
、2
5
℃
を
超
え
る
と
極
端
に
生
育
が
悪
くな
り
枯
れ
て

い
き
ま
す
。適
期
に
播
種
し
長
く
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し
まし
ょ
う
。

播
種
と
間
引
き

2
.

①
追
肥
は
花
が
咲
い
た
時
と
収
穫
開
始
時
に
行
い
ま
す
。窒
素
の
成
分
量
で
3
0g程

度
、NK
2
0
4な
ら
ば
15
0gが

１
回
あ
た
り
の
施
肥
量
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
草
勢
を
見
な
が
ら
適
宜
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
開
花
後
の
乾
燥
は
花
が
落
ち
る
原
因
と
な
り
ま
す
。土
が
乾
い
て
い
る
よ
う
な
ら
適
宜
か
ん
水
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

追
肥
と
か
ん
水

3
.

①
水
は
け
が
悪
い
と
生
育
初
期
に
立
枯
病
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、収
穫
期
の
後
半
の
う
ど
ん
こ
病
の
発
生

を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
が
、収
量
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。害
虫
は
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
早
期

駆
除
し
、ハ
モ
グ
リ
バ
エ
は
発
生
初
期
に
速
効
性
の
殺
虫
剤
を
株
全
体
に
散
布
し
ま
す
。

病
虫
害

4
.

①
品
種
な
ど
に
よ
っ
て
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
異
な
り
ま
す
。絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ
な
ら
ば
開
花
後
15日

程
度
の
子
実
が

少
し
膨
ら
み
始
め
た
頃
で
す
。ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
な
ら
ば
2
5日
程
度
の
子
実
が
十
分
に
膨
ら
み
 、莢
が
鮮
や
か
な

緑
色
に
色
づ
い
た
頃
が
収
穫
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

②
ま
た
実
エ
ン
ド
ウ
は
3
0
～
3
5日
、子
実
が
膨
ら
ん
で
莢
に
し
わ
が
入
り
始
め
た
頃
が
収
穫
適
期
と
な
り
ま
す
。い
ず

れ
も
収
穫
が
遅
れ
る
と
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
早
め
の
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

収
 
穫

5
.

　
低
温
に
あ
た
る
こ
と
で
花
芽
の
分
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、秋
ま
き
春
採
り
栽
培
が
一
般
的
で
す

が
、株
が
大
き
く
な
る
と
耐
寒
性
が
失
わ
れ
て
き
ま
す
の
で
早
ま
き
は
避
け
ま
し
ょ
う
。酸
性
土
壌

に
特
に
弱
い
の
で
、必
ず
苦
土
石
灰
を
施
し
て
土
壌
酸
度
を
中
和
し
て
お
き
ま
す
。
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ア
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員

、
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員

の
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、

Ｊ
Ａ
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し
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（
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）
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使
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（
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・

中
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・
東
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）
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０
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式
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８
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Ｗ
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６
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同

ス
コ
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年

齢
上

順

午
前

中
の

み
各
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ー

ス
、

ド
ラ

コ
ン

２
・

ニ
ア

ピ
ン

２

申
込

お
問

い
合

わ
せ

Ｊ
Ａ

東
西

し
ら

か
わ

総
務

部
☏

0247-57-5923
矢

吹
中

央
支

店
：

0248-42-4141
表

郷
支

店
：

0248-32-2135
西

部
営

農
セ

ン
タ

ー
：

棚
倉

支
店

：
0247-33-3141

鮫
川

支
店

：
0247-49-3131

中
部

営
農

セ
ン

タ
ー

：
塙

支
店

：
0247-43-0209

矢
祭

支
店

：
0247-46-3145

東
部

営
農

セ
ン

タ
ー

：

令
和

８
年

６
月

１
３

日
（

土
）

開
催

場
所

棚
倉

田
舎

倶
楽

部
福

島
県

東
白

川
郡

棚
倉

町
仁

公
儀

川
原

田
２

８
６

実
施

日
時

  参
 加

 費
 １

，
０

０
０

円
　

パ
ー

テ
ィ

料
金

１
，

１
０

０
円

　
昼

食
込・昼

食
時

ワ
ンドリン

ク
サ

ー
ビ

ス
内

訳

（
　

　
） ・

福
島

県
産

牛
肉

 etc..

※
　

順
位

は
１ラ

ウ
ン

ド
プ

レ
ー

で
の

ス
コ

ア
と

な
り

ま
す

。
※

　
当

日
は

雨
天

決
行

で
す

が
、天

候
に

よ
っ

て
は

中
止

と
な

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
※

　
各

コ
ー

ス
　

Ａ
Ｍ

７：５１
か

ら
ス

タ
ー

ト
。 

※
　

ロ
ッ

カ
ー

使
用

税
込

み
３３０

円
が

別
途

自
己

負
担

と
な

り
ま

す
。

　
　

　
　

0248-42-4142

　
　

0247-43-1141

　
　

0248-32-3511

JA
東
西
し
ら
か
わ
ゴ

ル
フ

大
会

〒
963-6122

豪
華

景
品

多
数

！

・
レ
デ
ィ
ー
ス
賞

・
ベ
ス
グ
ロ
賞

・
全
員
に
参
加
賞
有
り
！

第
８

回

参
加
者
大
募
集
！

1
7

N
o.3
0
2

1
6

N
o.3
0
2

《
 中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
  購
買
 》  TEL

／
0248-32-3511 　

    
休
日
営
業
時
間
／
4
月
・ 5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
・
日
曜
）  　

　
   

《
 東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
  購
買
 》  TEL

／
0247-43-1141

休
日
営
業
時
間
／
4
月
・ 5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
・
日
曜
）



ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
に
つ
い
て

ナ
ビ

営
農

（
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

奥
村
 良
昭

私
が
ご
紹
介

し
ま
す
！

スナックエンドウ

栽
培
カ
レ
ン
ダ
ー

月
旬

冷
涼
地

一
般
地

暖
　
地

12
月

11月
6月

7月
8月

9月
10月

1月
3月

2
月

4月
5月

　
エ
ン
ド
ウ
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
す
で
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
我
が
国
で
の
本
格
的
な
普

及
は
明
治
時
代
か
ら
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Cに
富
み
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、
B
1
、
食
物
繊
維
も
多
く
、
ミ
ネ

ラ
ル
分
も
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
調
理
は
加
熱
を
短
時
間
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
エ
ン
ド
ウ
は
連
作
を
特
に
嫌
う
た
め
、一
度
植
え
付
け
た
畑
か
ら
は
3年
～
5年
開
け
て
作
付
け
し
ま
す
。
　
　

ま
た
、な
る
べ
く
排
水
の
良
い
畑
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

②
播
種
の
2週
間
以
上
前
に
10㎡

当
た
り
苦
土
石
灰
1 ～
2kg 、堆

肥
を
１
袋
（
2
0kg程

度
）入
れ
て
よ
く
耕
し
て
お

き
ま
す
。た
だ
し
、前
作
が
果
菜
類
の
あ
と
地
な
ど
肥
え
た
畑
で
は
、元
肥
は
控
え
め
に
し
て
お
き
ま
す
。

③
元
肥
は
成
分
量
で
1
0㎡
当
た
り
窒
素
1
0
0g 、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ン
酸
15
0g 、カ

リ
12
0gが

目
安
で
す
。

畑
作
り

1.

①
 株
間
は
2
5
～
3
0cm
。2cm

程
度
の
深
さ
で
、欠
株
に
な
ら
な
い
よ
う
に
一
株
当
た
り
種
を
3
～
4粒
播
き
まし
ょ
う
。

②
 芽
が
出
そ
ろ
っ
た
ら
1 、2本

に
間
引
き
ま
し
ょ
う
。間
引
くと
き
は
引
き
抜
くと
残
す
方
の
根
を
痛
め
ま
す
の
で
、ハ
サ
ミ
で

取
り
除
き
まし
ょ
う
。※
エ
ン
ド
ウ
の
生
育
適
温
は
12 ～

2
0
℃
で
、2
5
℃
を
超
え
る
と
極
端
に
生
育
が
悪
くな
り
枯
れ
て

い
き
ま
す
。適
期
に
播
種
し
長
く
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し
まし
ょ
う
。

播
種
と
間
引
き

2
.

①
追
肥
は
花
が
咲
い
た
時
と
収
穫
開
始
時
に
行
い
ま
す
。窒
素
の
成
分
量
で
3
0g程

度
、NK
2
0
4な
ら
ば
15
0gが

１
回
あ
た
り
の
施
肥
量
と
な
り
ま
す
。そ
の
後
は
草
勢
を
見
な
が
ら
適
宜
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
開
花
後
の
乾
燥
は
花
が
落
ち
る
原
因
と
な
り
ま
す
。土
が
乾
い
て
い
る
よ
う
な
ら
適
宜
か
ん
水
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

追
肥
と
か
ん
水

3
.

①
水
は
け
が
悪
い
と
生
育
初
期
に
立
枯
病
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、収
穫
期
の
後
半
の
う
ど
ん
こ
病
の
発
生

を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
が
、収
量
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。害
虫
は
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
早
期

駆
除
し
、ハ
モ
グ
リ
バ
エ
は
発
生
初
期
に
速
効
性
の
殺
虫
剤
を
株
全
体
に
散
布
し
ま
す
。

病
虫
害

4
.

①
品
種
な
ど
に
よ
っ
て
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
異
な
り
ま
す
。絹
さ
や
エ
ン
ド
ウ
な
ら
ば
開
花
後
15日

程
度
の
子
実
が

少
し
膨
ら
み
始
め
た
頃
で
す
。ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
な
ら
ば
2
5日
程
度
の
子
実
が
十
分
に
膨
ら
み
 、莢
が
鮮
や
か
な

緑
色
に
色
づ
い
た
頃
が
収
穫
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

②
ま
た
実
エ
ン
ド
ウ
は
3
0
～
3
5日
、子
実
が
膨
ら
ん
で
莢
に
し
わ
が
入
り
始
め
た
頃
が
収
穫
適
期
と
な
り
ま
す
。い
ず

れ
も
収
穫
が
遅
れ
る
と
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
早
め
の
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

収
 
穫

5
.

　
低
温
に
あ
た
る
こ
と
で
花
芽
の
分
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、秋
ま
き
春
採
り
栽
培
が
一
般
的
で
す

が
、株
が
大
き
く
な
る
と
耐
寒
性
が
失
わ
れ
て
き
ま
す
の
で
早
ま
き
は
避
け
ま
し
ょ
う
。酸
性
土
壌

に
特
に
弱
い
の
で
、必
ず
苦
土
石
灰
を
施
し
て
土
壌
酸
度
を
中
和
し
て
お
き
ま
す
。
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で
の
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コ
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と
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ま
す

。
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当

日
は
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天

決
行

で
す

が
、天

候
に

よ
っ

て
は

中
止

と
な

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
※

　
各
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ら
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用
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が
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と
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し
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！
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レ
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ー
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・
ベ
ス
グ
ロ
賞

・
全
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に
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加
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有
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！
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回
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加
者
大
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セ
ン
タ
ー
  購
買
 》  TEL

／
0248-32-3511 　

    
休
日
営
業
時
間
／
4
月
・ 5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
・
日
曜
）  　

　
   

《
 東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
  購
買
 》  TEL

／
0247-43-1141

休
日
営
業
時
間
／
4
月
・ 5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
・
日
曜
）



産
婦
人
科

整
形
外
科

（
予
約
の
み
診
療
）

こ
ん
に
ち
は
塙
厚
生
病
院
で
す

第
1、第

3土
曜
日
、日
曜
日
、

祝
日
は
、休
診
と
な
り
ま
す
。

変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、ご
不
明
な
点
は
、

受
付
又
は
各
科
外
来
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

お
電
話
で
も
結
構
で
す
。

休
診
の
お
知
ら
せ
(5月

)　
日

月
火

水
木

金
土

29162330

7142128

31017

6132027

5121926

4111825

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

整
形
外
科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

泌
尿
器
科

〒
963-5493　

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
1-5

TEL.0247-43-1145　
FAX.0247-43-3394

JA
福
島
厚
生
連
　
塙
厚
生
病
院

松
 本
  華
 奈

管
理
栄
養
士

腸
内
環
境
を
整
え
て

　
　
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

整
形
外
科

(予
約
の
み
診
療
)

整
形
外
科

(予
約
の
み
診
療
)

小
 児
 科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

小
 児
 科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

小
 児
 科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

18152229

　
腸
に
は
消
化
吸
収
機
能
だ
け
で
な
く
、免
疫
を
整
え
る
働
き
が
あ
り
、腸
内
環
境
が

悪
化
す
る
と
様
々
な
病
態
と
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
例

と
し
て
、大
腸
が
ん
や
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、糖
尿
病
、肥
満
症
等
に
加
え
、う
つ
症
状
や
、

キ
レ
や
す
い
・
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
供
な
ど
、精
神
面
に
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、腸
内
環
境
を
良
好
な
状
態
に
す
る
に
は
、ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
日
本
人
が
不
足
し
が
ち
な「
食
物
繊
維
」を
摂
る
こ
と
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。食
物
繊
維
に
は

水
に
溶
け
な
い
不
溶
性
食
物
繊
維
と
、水
に
溶
け
る
水
溶
性
食
物
繊
維
が
あ
り
ま
す
。不
溶
性
食
物
繊
維
は
主
に

玄
米
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
類
、ご
ぼ
う
、キ
ノ
コ
類
、穀
物（
ふ
す
ま
）等
に
多
く
含
ま
れ
、腸
の
蠕
動
運

動
に
働
き
か
け
排
便
を
促
し
た
り
、便
の
か
さ
を
増
や
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。水
溶
性
食
物
繊
維
は
、主
に
グ
ァ
ー

豆
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
類
、ご
ぼ
う
、り
ん
ご
、海
藻
等
に
多
く
含
ま
れ
、腸
内
細
菌
の
栄
養
と
な
り
、腸

内
環
境
を
整
え
る
働
き
と
、食
後
血
糖
値
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。水
溶
性
食
物
繊

維
は
不
溶
性
食
物
繊
維
よ
り
食
材
か
ら
摂
り
づ
ら
い
栄
養
素
で
す
が
、不
溶
性
食
物
繊
維
と
水
溶
性
食
物
繊
維

で
は
体
内
で
の
働
き
が
違
う
た
め
、ど
ち
ら
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。特
に
水
溶
性
食
物
繊
維

は
体
内
で
発
酵
・
分
解
さ
れ
る
と
、腸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る「
短
鎖
脂
肪
酸
」

が
作
ら
れ
ま
す
。こ
の
短
鎖
脂
肪
酸
が
腸
を
元
気
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。腸

が
元
気
に
な
る
と
、免
疫
力
の
向
上
、肝
臓
で
の
脂
質
合
成
を
抑
制
、腸
の
蠕
動

運
動
を
促
進
す
る
こ
と
で
便
秘
解
消
な
ど
、様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
で
は
、食
物
繊
維
の
目
標
量
と
し
て
男
性
21ｇ

以
上
、女
性
18g

以
上（
18
～
64

歳
の
場
合
）と
定
め
て
い
ま
す
。食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
は
か
さ
が
あ
り
、食
事
量
が
多
く
な
り
が
ち

な
の
で
、茹
で
た
り
炒
め
た
り
と
火
を
通
す
こ
と
で
か
さ
を
減
ら
す
調
理
方
法
や
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
活
用
し
補

う
事
も
ひ
と
つ
の
手
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
々
の
食
事
の
中
に
食
物
繊
維
を
上
手
く
取
り
入
れ
、良
好
な
腸
内
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

2431

健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤
　
喜
久
雄

脳
ト
レ
！
　
手
足
の
体
操

コ
イ
ン
転
が
し
体
操
で
集
中
力
ア
ッ
プ

　
500

円
玉
な
ど
の
コ
イ
ン
を
使
っ
て
指
の
動
き
を
鍛
え
る
体
操
で
す
。硬
く
て
小
さ
い
コ
イ
ン
は
、集
中
し
て

指
先
を
動
か
さ
な
い
と
す
ぐ
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。正
確
な
動
き
を
練
習
し
て
、指
先
を
器
用
に
動
か
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。書
類
を
作
成
す
る
前
な
ど
、集
中
し
た
い
と
き
に
も
お
勧
め
で
す
。

❶
 左
手
の
人
さ
し
指
の
背
に
500

円
玉
を
乗
せ
ま
す
。

❷
 人
さ
し
指
と
中
指
を
こ
す
る
よ
う

に
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

500
円
玉
を
回
転
さ
せ
ま
す
。

❸
 500

円
玉
を
人
さ
し
指
と
中
指
の

間
で
裏
返
し
に
回
転
さ
せ
て
、中

指
の
上
に
乗
せ
ま
す
。

❹
 同
様
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
薬
指
や

小
指
の
上
に
も
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

❶
～
❹
を
5
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
初
め
は
無
理
せ
ず
、ゆ
っ
く
り
と
で
き
る
範
囲
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

※
慣
れ
て
き
た
ら
右
手
で
も
行
っ
た
り
、10

円
玉
な
ど
よ
り
小
さ
い
硬
貨
で
も
挑
戦
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

レ
ッ
ツ
、ト
ラ
イ
！

コ
イ
ン
転
が
し
体
操
!!

1
9

N
o.3
0
2

1
8

N
o.3
0
2

《
 矢
祭
支
店
  購
買
 》  TEL

／
0247-46-3145

　
休
日
営
業
時
間
／
4
月
・
5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
の
み
） 

《
 鮫
川
支
店
  購
買
 》  TEL

／
0247-49-3131

　
休
日
営
業
時
間
／
4
月
・
5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
の
み
） 
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整
形
外
科

（
予
約
の
み
診
療
）

こ
ん
に
ち
は
塙
厚
生
病
院
で
す

第
1、第

3土
曜
日
、日
曜
日
、

祝
日
は
、休
診
と
な
り
ま
す
。

変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、ご
不
明
な
点
は
、

受
付
又
は
各
科
外
来
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

お
電
話
で
も
結
構
で
す
。

休
診
の
お
知
ら
せ
(5月

)　
日

月
火

水
木

金
土

29162330

7142128

31017

6132027

5121926

4111825

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

整
形
外
科

泌
尿
器
科

整
形
外
科

泌
尿
器
科

〒
963-5493　

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
1-5

TEL.0247-43-1145　
FAX.0247-43-3394

JA
福
島
厚
生
連
　
塙
厚
生
病
院

松
 本
  華
 奈

管
理
栄
養
士

腸
内
環
境
を
整
え
て

　
　
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

整
形
外
科

(予
約
の
み
診
療
)

整
形
外
科

(予
約
の
み
診
療
)

小
 児
 科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

小
 児
 科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

小
 児
 科

産
婦
人
科

泌
尿
器
科

18152229

　
腸
に
は
消
化
吸
収
機
能
だ
け
で
な
く
、免
疫
を
整
え
る
働
き
が
あ
り
、腸
内
環
境
が

悪
化
す
る
と
様
々
な
病
態
と
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
例

と
し
て
、大
腸
が
ん
や
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、糖
尿
病
、肥
満
症
等
に
加
え
、う
つ
症
状
や
、

キ
レ
や
す
い
・
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
供
な
ど
、精
神
面
に
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、腸
内
環
境
を
良
好
な
状
態
に
す
る
に
は
、ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
日
本
人
が
不
足
し
が
ち
な「
食
物
繊
維
」を
摂
る
こ
と
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。食
物
繊
維
に
は

水
に
溶
け
な
い
不
溶
性
食
物
繊
維
と
、水
に
溶
け
る
水
溶
性
食
物
繊
維
が
あ
り
ま
す
。不
溶
性
食
物
繊
維
は
主
に

玄
米
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
類
、ご
ぼ
う
、キ
ノ
コ
類
、穀
物（
ふ
す
ま
）等
に
多
く
含
ま
れ
、腸
の
蠕
動
運

動
に
働
き
か
け
排
便
を
促
し
た
り
、便
の
か
さ
を
増
や
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。水
溶
性
食
物
繊
維
は
、主
に
グ
ァ
ー

豆
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
類
、ご
ぼ
う
、り
ん
ご
、海
藻
等
に
多
く
含
ま
れ
、腸
内
細
菌
の
栄
養
と
な
り
、腸

内
環
境
を
整
え
る
働
き
と
、食
後
血
糖
値
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
上
昇
抑
制
効
果
が
あ
り
ま
す
。水
溶
性
食
物
繊

維
は
不
溶
性
食
物
繊
維
よ
り
食
材
か
ら
摂
り
づ
ら
い
栄
養
素
で
す
が
、不
溶
性
食
物
繊
維
と
水
溶
性
食
物
繊
維

で
は
体
内
で
の
働
き
が
違
う
た
め
、ど
ち
ら
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。特
に
水
溶
性
食
物
繊
維

は
体
内
で
発
酵
・
分
解
さ
れ
る
と
、腸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る「
短
鎖
脂
肪
酸
」

が
作
ら
れ
ま
す
。こ
の
短
鎖
脂
肪
酸
が
腸
を
元
気
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。腸

が
元
気
に
な
る
と
、免
疫
力
の
向
上
、肝
臓
で
の
脂
質
合
成
を
抑
制
、腸
の
蠕
動

運
動
を
促
進
す
る
こ
と
で
便
秘
解
消
な
ど
、様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
で
は
、食
物
繊
維
の
目
標
量
と
し
て
男
性
21ｇ

以
上
、女
性
18g

以
上（
18
～
64

歳
の
場
合
）と
定
め
て
い
ま
す
。食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
は
か
さ
が
あ
り
、食
事
量
が
多
く
な
り
が
ち

な
の
で
、茹
で
た
り
炒
め
た
り
と
火
を
通
す
こ
と
で
か
さ
を
減
ら
す
調
理
方
法
や
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
活
用
し
補

う
事
も
ひ
と
つ
の
手
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
々
の
食
事
の
中
に
食
物
繊
維
を
上
手
く
取
り
入
れ
、良
好
な
腸
内
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

2431

健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤
　
喜
久
雄

脳
ト
レ
！
　
手
足
の
体
操

コ
イ
ン
転
が
し
体
操
で
集
中
力
ア
ッ
プ

　
500

円
玉
な
ど
の
コ
イ
ン
を
使
っ
て
指
の
動
き
を
鍛
え
る
体
操
で
す
。硬
く
て
小
さ
い
コ
イ
ン
は
、集
中
し
て

指
先
を
動
か
さ
な
い
と
す
ぐ
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。正
確
な
動
き
を
練
習
し
て
、指
先
を
器
用
に
動
か
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。書
類
を
作
成
す
る
前
な
ど
、集
中
し
た
い
と
き
に
も
お
勧
め
で
す
。

❶
 左
手
の
人
さ
し
指
の
背
に
500

円
玉
を
乗
せ
ま
す
。

❷
 人
さ
し
指
と
中
指
を
こ
す
る
よ
う

に
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

500
円
玉
を
回
転
さ
せ
ま
す
。

❸
 500

円
玉
を
人
さ
し
指
と
中
指
の

間
で
裏
返
し
に
回
転
さ
せ
て
、中

指
の
上
に
乗
せ
ま
す
。

❹
 同
様
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
薬
指
や

小
指
の
上
に
も
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

❶
～
❹
を
5
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
初
め
は
無
理
せ
ず
、ゆ
っ
く
り
と
で
き
る
範
囲
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

※
慣
れ
て
き
た
ら
右
手
で
も
行
っ
た
り
、10

円
玉
な
ど
よ
り
小
さ
い
硬
貨
で
も
挑
戦
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

レ
ッ
ツ
、ト
ラ
イ
！

コ
イ
ン
転
が
し
体
操
!!
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支
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／
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休
日
営
業
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間
／
4
月
・
5
月
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～
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曜
の
み
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《
 鮫
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支
店
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／
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休
日
営
業
時
間
／
4
月
・
5
月
 8 :30

～
12 :00（

土
曜
の
み
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2
0

N
o.3
0
2

「
か
が
や
き
」へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

1.今
月
号
で
面
白
か
っ
た
、あ
る
い
は
参
考
に
な
っ
た

 
記
事
の
番
号
に
○
を
付
け
て
下
さ
い
。（
複
数
回
答
可
）

2.JA
に
対
し
て
の
要
望
や
意
見
、身
の
回
り
の
出
来
事
な
ど

　
自
由
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

3.作
品
応
募
【
 俳
句
・
川
柳
・
短
歌
（
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。）】

①
表
紙
   ②
特
集
   ③
お
知
ら
せ
   ④
み
りょく

満
点
農
業
者
　

⑤
営
農
ナ
ビ
　
⑥
ひ
と
　
⑦
レ
シ
ピ
　
⑧
み
ん
な
の
広
場
　
 

⑨
そ
の
他

理
由

作
品
応
募
に
つ
い
て
は
、ふ
り
が
な
ま
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

読
者
の
声

俳句・川柳

短 歌

読
者
の
皆
様
か
ら
、
絵
手
紙
・
写
真
・
俳
句
・
短
歌
な
ど
の
作
品
を
募
集
致
し
ま
す
。

作
品
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
左
記
宛
先
ま
で
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に
て
お
送
り
い
た
だ
く
か
、

各
支
店
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。（
俳
句
や
短
歌
は
、
左
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す
）

【
送
り
先
】

〒
963-5663 福

島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
流
字
中
豊
88
番
地

ＪＡ
東
西
し
ら
か
わ
『
か
が
や
き
』
係

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

応
募
締
切
は

4月
27日（月

）
作
品
募
集
中

作
品
募
集
中

菊
池
 栄
陽
子
さ
ん
（
棚
倉
町
）

平
素
よ
り
数
多
の
作
品
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。【
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
】
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
本
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
応
募
多
数
の
場
合
に
は
厳
選
に
よ
り
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
文
字
の
解
読
が
困
難
な
場
合
に
は
掲
載
を
見
送
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
送
り
が
な
等
ま
で
ご
記
入
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
大
切
に
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
絵
は
が
き
、
短
歌
・
俳
句
、
ア
ン
ケ
ー
ト
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す！
（
名
前
は
伏
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。）

◇
出
来
事
　

花
の
芽
が
出
て
い
ま
す
！
 春
が
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま

す
ね
！
【
鮫
川
村
Ｔ
さ
ん
】

◇
出
来
事
　

忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
じ
ゃ
が
芋
の
定
植
か
ら
は

じ
ま
り
夏
野
菜
の
種
ま
き
と
少
し
ず
つ
体
調
に
気
を
つ

け
て
！
【
棚
倉
町
Ｋ
さ
ん
】

3月
号
に
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

青
砥
 安
彦
さ
ん
（
矢
祭
町
）

➡
  梅
、
桜
…
 咲
く
の
は
待
ち
遠
し
い
で
す
が
、
見
頃
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
春
の
訪
れ

を
感
じ
ま
す
。

➡
  農
作
業
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
ね
！
 寒
暖
差
が
激
し
い
で

す
の
で
、
体
調
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

小
室
 恵
子
さ
ん
（
塙
町
）

中川 敏子さん（白河市関辺）

金澤 榮子さん（棚倉町）

高橋 イエさん（棚倉町）

高橋 治男さん（棚倉町）

伊達 久美子さん（棚倉町）

原  慶子さん（棚倉町）

藤田 泰代さん（棚倉町）

藤田 祐子さん（棚倉町）

菊池 美三江さん（矢祭町）

星 フミヱさん（矢祭町）

佐藤 庄衛さん（塙町）

藤元 益江さん（塙町）

関根 次子さん（鮫川村）

高坂 あさみさん（鮫川村）

なんやかんや（鮫川村）

藤田 智枝子さん（鮫川村）

髪切らず頭をはぎる昔者

田畑が忙しくなるでえらいこっち！

紅梅の幹の切り口真紅なり

ふわああと春を飲み込む猫あくび

炊飯器開けて銀シャリうれしいな

春一番藪で聞えた鶯の声

水郡線水戸の梅園黄門様

翼つけ薫風に乗り逢いに行く

曾孫ひざに足の痛さが幸せかん

多忙だが百才目ざし今日も生き

玄関で雪折れ桜満開に

青砥 安彦さん（矢祭町）

荒川  百合子さん（塙町）

石井 久雄さん（塙町）

大森 キヨ子さん（塙町）

金澤  広さん（塙町）

上妻 喜也さん（塙町）

近藤 いつ子さん（塙町）

鈴木 喜代子さん（塙町）

八幡 文子さん（塙町）

鷺野谷 弘行さん（鮫川村）

我妻 トシ子さん（鮫川村）

散歩みち藪のあちこち春つげの小島の秦で東風の陽おどり

突然の春の嵐が吹き荒れて桜ふくらみはらはらしつつ

久しぶり隊列作り歩いてく学校に向う子らうれしげに

大空に枝を拡げて咲きほこる江戸ひがん桜勇姿すばらし

繰り返す平凡な日々つらつらとそれが幸せと教えられし

モンステラ惹かれて買った鉢植えが静かに息づく同じ空間

スニーカー結び直して駆けて行く挫折と希望抱えて君は

時刻み二人三脚五十年孫子と祝す早春の宿

春風にキラリ眩しく孫の顔小学五年不安と期待

ＪＡの指導を受けて豆を蒔く晴耕雨読が続く幸わせ

ひ孫達からの米寿の祝しあわせ実感写真に収まる

寒椿色付く花に思ひ出すのは今は亡き父の笑顔

はるかなる遠くミラノの金メダルりくりゅうペア感激なみだが

春が来たやさしくふく風幸せ運べば花がまう

キッチンで羽化した蝶を手にとりて飛ばせど飛ばぬ名のみの春は

トランプのカードゲームの行末は不気味なジョーカーが牙をむくかな

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場道端に春の顔出す土筆しんぼ

亡き妻にも少し待ってと手を合す

春日より赤くふくらむぼたんの芽

田んぼから聞こえてくるよケロケロと

老一人テレビ見ている夜長かな

寒い雨散歩はやだよと犬ごねる

フリーズロー孫に負けたよ悲し嬉し

かがやきのよぞらのほしよきれいだな

あたりまえ日々過ごせる事に感謝

朝一番今年初鳴きホーホケキョ

白菊や風ふかれとぶ墓参

我妻さん（白河市表郷）

近藤 茂男さん（白河市表郷）

山口 花子さん（白河市表郷）

芳賀 友子さん（矢吹町）

芳賀 ミツエさん（矢吹町）

片野 ユリ子さん（棚倉町）

金沢 久喜さん（棚倉町）

小林 明美さん（棚倉町）

斉藤 フミさん（棚倉町）

秦  範子さん（棚倉町）

丹治 とし子さん（棚倉町）
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フリーズロー孫に負けたよ悲し嬉し

かがやきのよぞらのほしよきれいだな
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●
第
１
号
議
案
 
令
和
７
年
度
決
算
実
地
棚
卸
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案
 
令
和
７
年
度
決
算
監
事
監
査
の
実
施
に
つ
い
て（
案
）

※
議
案
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

と
　
き
 ： 令

和
8
年
3
月
2
7
日（
金
）

と
こ
ろ
 ： 本

店
第
５
会
議
室

令
和
8
年
度
 第
1
回
監
事
会
提
出
議
案

ク
イ
ズ
＆
ア
ン
ケ
ート
に
答
え
て
プ
レ
ゼ
ント
!!

広
報
誌
『
か
が
や
き
』へ
の
ご
意
見
・ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。専
用

は
が
き
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
と
必
要
事
項
・
ク
イ
ズ
の
答
え
を
記
入

し
、投
函
し
て
下
さ
い（
切
手
は
不
要
で
す
）。

※
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

「
誌
面
作
り
の
参
考
」と「

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
の
発
表
・
発
送
」の
み

に
利
用
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
締
切
日
 4月
30日（

木
）当
日
消
印
有
効

3月
号
答
え
は『
ハ
ナ
フ
ブ
キ
』で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

4
月
・
5
月
行
事
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月

5
月

8
金
渉
外
担
当
者
検
討
会

11
月
部
室
長・支

店
長
・セ
ン
タ
ー
長
会
議

14
木

19
火
み
り
ょ
く
満
点
物
語
出
荷
者
協
議
会
総
会

17
金

園
芸
協
議
会・専

門
部
会
合
同
会
議

中
畑・矢

吹
地
区
座
談
会

矢
祭
地
区
座
談
会

16
木
第
２
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

企
画
会
議

常
勤
役
員・部

室
長
会
議

や
す
ら
ぎ
の
杜
第
２
回
取
締
役
会

常
勤
役
員
会
議

役
員
候
補
者
会
議

23
木

令
和
８
年
度
共
済
代
理
店
総
会

21
火
い
ち
ご
専
門
部
会
総
会

22
水

●
組
合
員
数
 

  9
,4
7
1
人
 （
△
3
）

●
正
組
合
員
数
 

5
,1
6
8
人
 （
△
5
）

●
准
組
合
員
数
 

 4
,3
0
3
人
 
（
2
）

●
組
合
員
戸
数
 

8
,0
0
3
戸
 
（
1
）

●
正
組
合
員
戸
数
 

4
,6
0
6
戸
 （
△
1
）

●
准
組
合
員
戸
数
 

3
,3
9
7
戸
 
（
2
）

※（
　
）内
は
前
年
度
比

私
た
ち
の
な
か
ま

（
令
和
8
年
3
月
3
1
日
現
在
）

５
月
の
総
員
外
務
の
日
程
に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

5
月13

日（
水
）、14

日（
木
）、15

日（
金
）の

３
日
間
と
な
り
ま
す
。

●
第
１
号
議
案
 
資
産
の
自
己
査
定
に
基
づ
く
引
当
て
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案
 
繰
延
税
金
資
産
の
計
上
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案
 
固
定
資
産
減
損
会
計
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
方
針
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案
 
経
営
安
定
化
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案
 
令
和
７
年
度
決
算
案
の
承
認
に
つ
い
て

●
第
６
号
議
案
 
令
和
８
年
度「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
」の
策
定
に
つ
い
て

●
第
７
号
議
案
 
内
部
統
制
整
備・運

用
状
況
確
認
結
果
に
つ
い
て

●
第
８
号
議
案
 
第
２
５
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
第
９
号
議
案
 
定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
第
1
0
号
議
案
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
1
1
号
議
案
 
投
資
信
託
窓
販
業
務
に
か
か
る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
1
2
号
議
案
 
利
用
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
1
3
号
議
案
 
令
和
８
年
産
米
の
生
産・販

売
方
針（
案
）に
つ
い
て

●
第
1
4
号
議
案
 
令
和
８
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約
書
等
約
款
に
つ
い
て

※
議
案
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

と
　
き
 ： 令

和
8
年
3
月
2
7
日（
金
）

と
こ
ろ
 ： 本

店
第
１
会
議
室

令
和
8
年
度
 第
1
回
理
事
会
提
出
議
案

農
産
物
直
売
所「
み
りょ
く
満
点
物
語
」や

  Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
使
え
る

『
レ
イ
ン
ボ
ー
商
品
券
1,000円

分
』を

抽
選
で
６
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
か
が
や
き
３
月
号
の
Ｐ
13
に
お
い
て
、名
前
の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
Ｐ
1
3
　（
正
） 青
砥
 元
一（
も
と
が
ず
）さ
ん
　
　（
誤
） 青

砥
 元
一（
げ
ん
い
ち
）さ
ん

―
お
詫
び
と
訂
正
―

単
位：頭

数・円（
税
込
）

27033

34835

61868

735,863

727,200

872,841

854,668

812,996

792,809

7,181

7,603

▲
2,159

▲
4,055

7,037

▲
4,079

196,360

182,100

178,660

165,110

187,109

177,737

性
別雌去勢計

頭
数

平
均
価
格

前
月
比

前
年
同
月
比

市
場
：
福
島
県
家
畜
市
場

令
和
8
年
3
月
  和
牛
子
牛
セ
リ
実
績

C

B

D
 １
 
端
午
の
節
句
に
風
呂
の
湯
へ
入
れ
ま
す

 ２
 
変
わ
る
と
寝
つ
け
な
い
人
も
い
ま
す

 ３
 
岩
の
多
い
海
岸
の
こ
と

 ５
 
現
在
の
元
号
で
す

 ６
 
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
１
４
番
目

 ８
 
安
、実
、宝
に
共
通
の
部
首

１
２
 
漢
字
で
は
羊
歯
な
ど
と
書
く
植
物

１
３
 
車
の
こ
と
。―
―
ナ
ビ

１
４
 
つ
く
ね
、ハ
ツ
、砂
肝
と
い
え
ば

１
５
 
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
も
い
い
ま
す

１
６
 
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
種
類
の
ひ
と
つ

１７
  
童
話「
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
」で
飛
ぶ
も
の

１
９
 
ウ
サ
ギ
の
も
の
は
長
め

 １
 
女
性
同
士
の
き
ょ
う
だ
い

 ４
 
ト
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
て
踊
り
ま
す

 ７
 
風
呂
場
で
お
湯
を
た
め
る
と
こ
ろ

 ９
 
太
古
か
ら
人
間
に
飼
わ
れ
て
い
る
動
物

１
０
 
表
の
反
対
側

１
１
 
端
午
の
節
句
に
―
―
餅
を
食
べ
た

１
３
 
日
本
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
、―
―
際
。

 
 
東
京
で
５
月
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す

１
５
 
―
―
ベ
ー
ス
、ア
ッ
ト
―
―

１
６
 
釣
り
人
が
じ
っ
と
見
る
も
の

１７
  
川
を
渡
る
た
め
に
か
け
ま
す

１
８
 
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
！
タ
イ
ム
―
―
だ
よ

２
０
 
Ｓ
が
小
な
ら
ば
Ｍ
は

２
１
 
５
月
４
日
は
―
―
の
日
。国
民
の
祝
日
で
す

Ｑ
．二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
～
Eの
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

36 4 2

79 8
11 10

E

5

A

13

17
20

15

18

21
19

16

14

12

1

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

出
題
：
ニ
コ
リ

●
職
　
種
 

総
合
職

 
 （営
農
・
指
導
・
販
売
・
購
買
・
福
祉
・
金
融
・
共
済
・

 
総
務・企

画
等
）

●
応
募
資
格
 

大
学・短

大・専
門
学
校
を
卒
業
、

 
ま
た
は
令
和
９
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

●
応
募
受
付
期
間
 
令
和
９
年
１
月
ま
で
随
時
受
付
。

 
※
詳
細
は「
マ
イ
ナ
ビ
2
0
2
7
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
 

就
職
情
報
サ
イ
ト「
マ
イ
ナ
ビ
2
0
2
7
」よ
り

 
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
わ
せ
先
 
総
務
部
　
人
事
教
育
課

 
T
E
L.0
2
4
7
-5
7
-5
9
2
3

 
（
平
日
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
）

令
和
９
年
度
 新
採
用
職
員
募
集
（
大
卒
・
短
大
卒
等
）

お
知
ら
せ

市
 場

東
西

し
ら
か
わ

市
 場

東
西

し
ら
か
わ

市
 場

東
西

し
ら
か
わ

2
3

N
o.3
0
2

0
7

N
o.1
7
5

88
2028
17

2

歳

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字

流
字
中
豊
88番

地

東
西
し
ら
か
わ
農
業
協
同
組
合

広
報
誌
「
か
が
や
き
」
係
  行

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

年
齢

住
所

電
話

番
号

ク
イ
ズ

の
答
え

9
6

3
5

6
6

3
石
川
局
承
認

A
賞
  ・
  B
賞

希
望
商
品



●
第
１
号
議
案
 
令
和
７
年
度
決
算
実
地
棚
卸
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案
 
令
和
７
年
度
決
算
監
事
監
査
の
実
施
に
つ
い
て（
案
）

※
議
案
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

と
　
き
 ： 令

和
8
年
3
月
2
7
日（
金
）

と
こ
ろ
 ： 本

店
第
５
会
議
室

令
和
8
年
度
 第
1
回
監
事
会
提
出
議
案

ク
イ
ズ
＆
ア
ン
ケ
ート
に
答
え
て
プ
レ
ゼ
ント
!!

広
報
誌
『
か
が
や
き
』へ
の
ご
意
見
・ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。専
用

は
が
き
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
と
必
要
事
項
・
ク
イ
ズ
の
答
え
を
記
入

し
、投
函
し
て
下
さ
い（
切
手
は
不
要
で
す
）。

※
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

「
誌
面
作
り
の
参
考
」と「

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者
の
発
表
・
発
送
」の
み

に
利
用
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
締
切
日
 4月
30日（

木
）当
日
消
印
有
効

3月
号
答
え
は『
ハ
ナ
フ
ブ
キ
』で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

4
月
・
5
月
行
事
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月

5
月

8
金
渉
外
担
当
者
検
討
会

11
月
部
室
長・支

店
長
・セ
ン
タ
ー
長
会
議

14
木

19
火
み
り
ょ
く
満
点
物
語
出
荷
者
協
議
会
総
会

17
金

園
芸
協
議
会・専

門
部
会
合
同
会
議

中
畑・矢

吹
地
区
座
談
会

矢
祭
地
区
座
談
会

16
木
第
２
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

企
画
会
議

常
勤
役
員・部

室
長
会
議

や
す
ら
ぎ
の
杜
第
２
回
取
締
役
会

常
勤
役
員
会
議

役
員
候
補
者
会
議

23
木

令
和
８
年
度
共
済
代
理
店
総
会

21
火
い
ち
ご
専
門
部
会
総
会

22
水

●
組
合
員
数
 

  9
,4
7
1
人
 （
△
3
）

●
正
組
合
員
数
 

5
,1
6
8
人
 （
△
5
）

●
准
組
合
員
数
 

 4
,3
0
3
人
 
（
2
）

●
組
合
員
戸
数
 

8
,0
0
3
戸
 
（
1
）

●
正
組
合
員
戸
数
 

4
,6
0
6
戸
 （
△
1
）

●
准
組
合
員
戸
数
 

3
,3
9
7
戸
 
（
2
）

※（
　
）内
は
前
年
度
比

私
た
ち
の
な
か
ま

（
令
和
8
年
3
月
3
1
日
現
在
）

５
月
の
総
員
外
務
の
日
程
に
つ
い
て
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

5
月13

日（
水
）、14

日（
木
）、15

日（
金
）の

３
日
間
と
な
り
ま
す
。

●
第
１
号
議
案
 
資
産
の
自
己
査
定
に
基
づ
く
引
当
て
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案
 
繰
延
税
金
資
産
の
計
上
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案
 
固
定
資
産
減
損
会
計
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
方
針
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案
 
経
営
安
定
化
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案
 
令
和
７
年
度
決
算
案
の
承
認
に
つ
い
て

●
第
６
号
議
案
 
令
和
８
年
度「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
」の
策
定
に
つ
い
て

●
第
７
号
議
案
 
内
部
統
制
整
備・運

用
状
況
確
認
結
果
に
つ
い
て

●
第
８
号
議
案
 
第
２
５
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

●
第
９
号
議
案
 
定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
第
1
0
号
議
案
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
1
1
号
議
案
 
投
資
信
託
窓
販
業
務
に
か
か
る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
1
2
号
議
案
 
利
用
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
第
1
3
号
議
案
 
令
和
８
年
産
米
の
生
産・販

売
方
針（
案
）に
つ
い
て

●
第
1
4
号
議
案
 
令
和
８
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約
書
等
約
款
に
つ
い
て

※
議
案
は
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

と
　
き
 ： 令

和
8
年
3
月
2
7
日（
金
）

と
こ
ろ
 ： 本

店
第
１
会
議
室

令
和
8
年
度
 第
1
回
理
事
会
提
出
議
案

農
産
物
直
売
所「
み
りょ
く
満
点
物
語
」や

  Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
使
え
る

『
レ
イ
ン
ボ
ー
商
品
券
1,000円

分
』を

抽
選
で
６
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
か
が
や
き
３
月
号
の
Ｐ
13
に
お
い
て
、名
前
の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
Ｐ
1
3
　（
正
） 青
砥
 元
一（
も
と
が
ず
）さ
ん
　
　（
誤
） 青

砥
 元
一（
げ
ん
い
ち
）さ
ん

―
お
詫
び
と
訂
正
―

単
位：頭

数・円（
税
込
）

27033

34835

61868

735,863

727,200

872,841

854,668

812,996

792,809

7,181

7,603

▲
2,159

▲
4,055

7,037

▲
4,079

196,360

182,100

178,660

165,110

187,109

177,737

性
別雌去勢計

頭
数

平
均
価
格

前
月
比

前
年
同
月
比

市
場
：
福
島
県
家
畜
市
場

令
和
8
年
3
月
  和
牛
子
牛
セ
リ
実
績

C

B

D
 １
 
端
午
の
節
句
に
風
呂
の
湯
へ
入
れ
ま
す

 ２
 
変
わ
る
と
寝
つ
け
な
い
人
も
い
ま
す

 ３
 
岩
の
多
い
海
岸
の
こ
と

 ５
 
現
在
の
元
号
で
す

 ６
 
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
１
４
番
目

 ８
 
安
、実
、宝
に
共
通
の
部
首

１
２
 
漢
字
で
は
羊
歯
な
ど
と
書
く
植
物

１
３
 
車
の
こ
と
。―
―
ナ
ビ

１
４
 
つ
く
ね
、ハ
ツ
、砂
肝
と
い
え
ば

１
５
 
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
も
い
い
ま
す

１
６
 
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
種
類
の
ひ
と
つ

１７
  
童
話「
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
」で
飛
ぶ
も
の

１
９
 
ウ
サ
ギ
の
も
の
は
長
め

 １
 
女
性
同
士
の
き
ょ
う
だ
い

 ４
 
ト
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
て
踊
り
ま
す

 ７
 
風
呂
場
で
お
湯
を
た
め
る
と
こ
ろ

 ９
 
太
古
か
ら
人
間
に
飼
わ
れ
て
い
る
動
物

１
０
 
表
の
反
対
側

１
１
 
端
午
の
節
句
に
―
―
餅
を
食
べ
た

１
３
 
日
本
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
、―
―
際
。

 
 
東
京
で
５
月
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す

１
５
 
―
―
ベ
ー
ス
、ア
ッ
ト
―
―

１
６
 
釣
り
人
が
じ
っ
と
見
る
も
の

１７
  
川
を
渡
る
た
め
に
か
け
ま
す

１
８
 
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
！
タ
イ
ム
―
―
だ
よ

２
０
 
Ｓ
が
小
な
ら
ば
Ｍ
は

２
１
 
５
月
４
日
は
―
―
の
日
。国
民
の
祝
日
で
す

Ｑ
．二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
～
Eの
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

36 4 2

79 8
11 10

E

5

A

13

17
20

15

18

21
19

16

14

12

1

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

出
題
：
ニ
コ
リ

●
職
　
種
 

総
合
職

 
 （営
農
・
指
導
・
販
売
・
購
買
・
福
祉
・
金
融
・
共
済
・

 
総
務・企

画
等
）

●
応
募
資
格
 

大
学・短

大・専
門
学
校
を
卒
業
、

 
ま
た
は
令
和
９
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

●
応
募
受
付
期
間
 
令
和
９
年
１
月
ま
で
随
時
受
付
。

 
※
詳
細
は「
マ
イ
ナ
ビ
2
0
2
7
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
 

就
職
情
報
サ
イ
ト「
マ
イ
ナ
ビ
2
0
2
7
」よ
り

 
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
わ
せ
先
 
総
務
部
　
人
事
教
育
課

 
T
E
L.0
2
4
7
-5
7
-5
9
2
3

 
（
平
日
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
）

令
和
９
年
度
 新
採
用
職
員
募
集
（
大
卒
・
短
大
卒
等
）

お
知
ら
せ

市
 場

東
西

し
ら
か
わ

市
 場

東
西

し
ら
か
わ

市
 場

東
西

し
ら
か
わ

2
3

N
o.3
0
2

0
7

N
o.1
7
5

88
2028
17

2

歳

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字

流
字
中
豊
88番

地

東
西
し
ら
か
わ
農
業
協
同
組
合

広
報
誌
「
か
が
や
き
」
係
  行

氏
名

フ
リ
ガ
ナ

年
齢

住
所

電
話

番
号

ク
イ
ズ

の
答
え

9
6

3
5

6
6

3
石
川
局
承
認

A
賞
  ・
  B
賞

希
望
商
品



JA
東
西
し
ら
か
わ
の
S
N
S

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
地
域
の
旬
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す！

Instagram
  JA

_TO
U
Z
A
I

X
　
＠
jatouzai

公
式
Ｈ
Ｐ

発
行
：
東
西
し
ら
か
わ
農
業
協
同
組
合
　
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
流
字
中
豊
8
8
番
地

印
刷
：
株
式
会
社
 帆
風

info@
touzai7

.com

N
o
.3
0
2

4 2026

JA
は
子
ど
も
た
ち
へ
の

食
農
教
育
を
応
援
し
て
い
ま
す

（
0
2
4
7
）5
7
-5
9
2
3

（
0
2
4
7
）2
3
-0
0
1
5

https://touzai7
.com

2
0
2
6
年
4
月
15
日
発
行

JA
東
西
し
ら
か
わ

農
産
物
直
売
所
み
り
ょ
く
満
点
物
語

〒
9
6
3
-5
6
8
3
 福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
下
山
本
字
愛
宕
平
1
5
-1

直
　
売
　
所
　
T
E
L（
0
2
4
7
）3
3
-1
2
1
2
　
FA
X（
0
2
4
7
）3
3
-3
7
7
0
  　
   レ

ス
ト
ラ
ン
　
T
E
L（
0
2
4
7
）2
3
-0
8
3
1

お
得
な
商
品
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
!!

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。

※
商
品
、プ
レ
ゼ
ン
ト
品
は
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
月
10日

は
お
楽
し
み
企
画（
棚
倉
）

5
月
10
日（
日
）

5
月
10
日（
日
）

出
荷
会
員
募
集
中
！

み
り
ょ
く
満
点
物
語
出
荷
者
協
議
会
で
は

新
規
出
荷
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。野
菜
、加
工
品
な
ど

直
売
所
で
販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

登
録
要
件
な
ど
詳
細
は
、

み
り
ょ
く
満
点
物
語（
Tel.0247-33

-1212：
担
当
 髙
信
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
直
売
所

●
レ
ス
ト
ラ
ン「
山
ぼ
う
し
」

9：3
0～
18：0

011：00～
14：30

営
業
時
間

（
L.O.14:00）

N
o.3
0
2

4 20
26

特
集

特
集
P
2
新
規
就
農
者
紹
介

新
規
就
農
者
紹
介

P
3
女
性
部
・
青
年
連
盟
だ
よ
り

女
性
部
・
青
年
連
盟
だ
よ
り

今
月
の
表
紙
　
Ｊ
Ａ
本
店
と
桜

J
A
は
子
ど
も
た
ち
へ
の

食
農
教
育
を
応
援
し
て
い
ま
す

4
月25

日（
土
）～5

月
末
ま
で

4
月25

日（
土
）～5

月
末
ま
で

み
り
ょ
く
満
点
物
語

み
り
ょ
く
満
点
物
語

出
店
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
野
菜
の
苗
市
」

5
月19

日（
火
）

5
月19

日（
火
）

「
第
14
回
出
荷
者
協
議
会
総
会
」

5
月23

日（
土
）

5
月23

日（
土
）

「
近
津
幼
稚
園
  野
菜
販
売
体
験
」

0
4
 
お
知
ら
せ
・
新
入
職
員
紹
介

0
6
 
渉
外
担
当
者
紹
介

0
8
 
か
が
や
き
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

0
9
 
営
農
経
済
部
よ
り
お
知
ら
せ

1
1
 
み
り
ょ
く
満
点
農
業
者

1
2
 
ひ
と

1
6
 
営
農
ナ
ビ

1
9
 
厚
生
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
0
 
み
ん
な
の
広
場
　

2
2
 
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2
4
 
み
り
ょ
く
満
点
物
語

0
4
 
お
知
ら
せ
・
新
入
職
員
紹
介

0
6
 
渉
外
担
当
者
紹
介

0
8
 
か
が
や
き
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

0
9
 
営
農
経
済
部
よ
り
お
知
ら
せ

1
1
 
み
り
ょ
く
満
点
農
業
者

1
2
 
ひ
と

1
6
 
営
農
ナ
ビ

1
9
 
厚
生
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
0
 
み
ん
な
の
広
場
　

2
2
 
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2
4
 
み
り
ょ
く
満
点
物
語

刑
務
矯
正
展
開
催
!!

　
３
月
20
～
22
日
の
３
日
間
、今
年
も
刑
務
矯
正

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１
点
も
の
が
多
く
、迷
っ

て
い
た
ら
売
れ
て
し
ま
っ
た
…
と
な
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
刑
務
展
。鉄
製
コ
ン
ロ
な
ど
人
気
の
商
品
は

初
日
に
売
れ
て
し
ま
う
な
ど
、連
日
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
休
日

《
直
売
所
》

レ
ス
ト
ラ
ン「
山
ぼ
う
し
」

4
月
21
日（
火
）

毎
週
 月・火

5
月
19
日（
火
）
出
荷
者
協
議
会
総
会

レ
ス
ト
ラ
ン「
山
ぼ
う
し
」
か
ら
の
ご
案
内

レ
ス
ト
ラ
ン「
山
ぼ
う
し
」
か
ら
の
ご
案
内

～
デ
ィ
ナ
ー
予
約
受
付
中
～

シ
ェ
フ
お
ま
か
せ
料
理
と
2時
間
飲
み
放
題
付

～
お
弁
当
・
オ
ー
ド
ブ
ル
等
も
承
り
ま
す
～

●
ご
予
約
は
3
日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
配
達
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

★
飲
み
放
題
メ
ニ
ュ
ー
（
セ
ル
フ
に
な
り
ま
す
。）

【
瓶
ビ
ー
ル
・
日
本
酒
・
焼
酎
・
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
・
ハ
イ
ボ
ー
ル
・
ノ
ン
ア
ル
類
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
】

※
予
約
人
数
：
５
名
以
上
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
食
事
の
み
の
ご
予
約
も
承
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
：

TEL 0247 -33
-1212

（
事
務
所
）

営
業
時
間
　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム　
　
　
　
　
　
11：00

～
14：30

　
　
　
　

　
　
　
　
　
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム（
要
予
約
）　
17：00

～
20：30

定
休
日
　
毎
週
 火
・
水
曜
日

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
  14：00）

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
  20：15）

1
人
　
5,000

円
（
税
込
み
）～


